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一
　
利
根
川

千
住
の
名
物
、
鮒
の
雀
燒
を
さ
か
な
に
、
車
中
に
微
醉
を
買
ふ
。
帝
釋
ま
う
で
は
金
町
よ
り
人
車
鐵
道
に
、
成

田
ま
う
で
は
我
孫
子
よ
り
汽
車
に
乘
り
換
へ
し
が
、
我
が
行
く
先
き
は
奧
州
仙
臺
、
小
利
根
を
過
ぎ
、
ま
た
大

利
根
を
過
ぐ
。
こ
の
あ
た
り
は
、
さ
ま
で
の
大
小
な
し
。
風
致
も
ほ
ゞ
相
似
た
り
。
さ
れ
ど
余
は
む
し
ろ
小
利

根
河
畔
の
松
戸
よ
り
も
、
大
利
根
河
畔
の
取
手
を
取
る
。
水
に
枕
む
の
紅
樓
、
醉
を
買
ふ
に
足
る
べ
し
。
古
城

址
の
丘
、
遙
に
富
士
を
望
む
。
極
目
蕭
散
に
し
て
快
濶
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
筑
波
山

東
京
を
出
で
て
よ
り
石
岡
あ
た
り
ま
で
は
、
幾
ん
ど
絶
え
ず
左
に
筑
波
山
を
見
る
。
土
浦
よ
り
凡
そ
五
里
、
山

麓
ま
で
車
を
通
ず
。
山
腹
、
筑
波
祠
前
に
筑
波
町
の
市
街
あ
り
。
な
に
が
し
宿
屋
の
二
嬌
、
何
人
か
銅
雀
臺
に

と
ざ
し
た
り
け
む
。
左
右
二
峯
、
女
峯
に
奇
岩
多
し
。
い
つ
も
な
が
ら
辨
慶
の
、
引
合
ひ
に
出
さ
る
ゝ
こ
そ
氣

の
毒
な
れ
。
戀
ぞ
つ
も
り
て
淵
と
な
り
ぬ
る
み
な
の
川
は
、
男
峯
よ
り
出
づ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
霞
ヶ
浦
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土
浦
も
し
く
は
高
濱
よ
り
汽
船
に
乘
り
て
、
霞
ヶ
浦
を
横
斷
す
る
を
得
べ
し
。
浮
島
に
風
光
を
賞
し
、
潮
來
出

島
に
あ
や
め
を
看
、
鹿
島
、
香
取
、
息
栖
の
三
祠
に
詣
で
、
大
利
根
川
の
下
流
に
浮
ん
で
銚
子
に
下
る
船
中
、

富
士
迎
へ
、
筑
波
送
る
。
い
か
に
心
ゆ
く
舟
路
ぞ
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
水
戸

義
公
を
祀
れ
る
常
磐
祠
は
第
一
公
園
に
、
弘
道
館
は
第
二
公
園
に
在
り
。
二
園
共
に
梅
多
し
。
殊
に
第
一
園
は
、

岡
山
の
後
樂
園
、
金
澤
の
兼
六
公
園
と
共
に
、
日
本
三
公
園
と
稱
せ
ら
る
。
一
帶
の
丘
上
、
當
年
の
好
文
亭
な

ほ
在
り
。
梅
樹
千
章
、
雪
裡
今
に
春
を
占
む
。
千
波
湖
の
一
半
は
田
と
な
り
た
れ
ど
、
丘
下
は
一
大
明
鏡
を
開

く
。
此
地
、
前
に
義
公
あ
り
、
後
に
烈
公
、
東
湖
あ
り
て
、
大
義
を
明
か
に
し
た
る
も
、
豪
傑
の
士
、
黨
爭
に

斃
れ
て
、
折
角
の
維
新
前
後
に
は
、
蕭
條
と
し
て
人
物
な
く
、
た
ゞ
風
光
徒
ら
に
舊
に
依
り
て
美
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
大
洗

水
戸
に
遊
び
た
る
つ
い
で
に
、
請
ふ
君
、
水
戸
市
の
北
端
、
杉
山
よ
り
川
蒸
氣
に
乘
り
て
、
水
路
三
里
、
那
珂

川
を
下
り
て
、
大
洗
に
遊
べ
。
大
洗
祠
前
、
海
水
浴
旅
館
、
波
に
俯
す
。
子
の
日
原
の
喬
松
、
そ
の
數
千
株
な
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る
を
知
ら
ず
。
磯
節
に
『
松
が
見
え
ま
す
』
と
あ
る
も
の
は
即
ち
是
れ
也
。
欄
に
よ
り
て
明
月
に
酌
め
ば
、
夜

凉
座
に
迸
り
、
漁
歌
遙
に
相
答
ふ
。
場
所
柄
の
磯
節
聞
か
む
と
て
、
校
書
を
聘
す
れ
ば
、
都
の
落
武
者
な
る
に
、

い
と
口
惜
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
西
山

請
ふ
君
、
な
ほ
急
が
ず
ば
、
水
戸
よ
り
太
田
鐵
道
に
乘
換
へ
て
、
太
田
に
着
し
、
そ
こ
よ
り
人
力
車
に
乘
り
、

桃
源
橋
を
過
ぎ
て
、
西
山
の
舊
草
盧
を
訪
へ
。
四
方
の
小
丘
、
數
百
年
來
の
老
樹
し
げ
り
、
古
き
池
に
は
、
蓮

生
ひ
た
り
。
こ
れ
義
公
が
老
を
養
ひ
し
處
、
義
公
の
居
間
と
侍
臣
の
謁
見
す
る
室
と
の
間
に
閾
を
設
け
ざ
る
は
、

義
公
の
心
の
存
す
る
所
を
見
る
べ
し
。
そ
の
庵
、
天
保
年
間
に
燒
け
た
れ
ど
も
、
規
模
用
材
等
悉
く
舊
に
よ
り

て
再
築
せ
り
と
か
や
。
さ
す
が
は
烈
公
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
勿
來
關

關
本
に
て
汽
車
を
下
り
、
平
潟
市
街
を
過
ぎ
て
、
八
幡
山
よ
り
平
潟
灣
を
見
下
せ
ば
、
眺
望
亦
佳
な
る
哉
。
こ

の
地
、
十
數
の
妓
樓
あ
れ
ど
、
波
に
漂
へ
る
舟
夫
の
輩
が
、
舟
よ
り
は
ま
し
な
り
と
思
ふ
に
す
ぎ
ざ
る
べ
し
。

幾
個
の
洞
門
を
過
ぎ
盡
し
て
、
磐
城
に
出
づ
。
海
※
よ
り
七
八
町
上
り
た
る
處
、
傅
ふ
、
こ
れ
勿
來
關
址
な
り
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と
。
馬
上
弓
を
横
へ
て
歌
を
吟
ぜ
し
八
幡
太
郎
、
今
何
づ
れ
の
處
に
か
あ
る
。
路
も
せ
に
散
り
け
む
山
櫻
も
既

に
枯
れ
つ
く
し
ぬ
。
星
霜
こ
ゝ
に
八
百
年
。
將
軍
の
昔
を
問
へ
ば
、
松
籟
む
な
し
く
謖
々
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
湯
本
温
泉

濱
街
道
唯
一
の
温
泉
場
、
兼
ね
て
唯
一
の
温
柔
郷
た
る
湯
本
温
泉
は
、
小
山
の
間
に
あ
る
別
天
地
也
。
汽
車
こ

の
地
を
過
ぎ
、
石
炭
坑
數
箇
處
こ
の
附
近
に
發
見
せ
ら
れ
、
そ
の
機
械
場
、
常
に
煤
煙
を
吐
く
に
至
り
て
、
風

致
頓
に
俗
了
せ
り
。
さ
れ
ど
、
市
街
中
に
崛
起
せ
る
觀
音
山
に
の
ぼ
れ
ば
、
矚
目
頗
る
閑
雅
也
。
數
十
の
温
泉

宿
、
悉
く
脚
下
に
あ
り
。
東
山
逶
迤
と
し
て
、
恰
も
畫
け
る
が
如
し
。

『
送
り
ま
せ
う
か
よ
、
天
王
崎
へ
。
そ
れ
で
足
ら
ず
ば
、
船
尾
ま
で
』
と
は
、
都
に
ゆ
く
客
を
送
る
な
る
べ
し
。

妓
樓
市
街
の
中
に
あ
り
て
、
宿
屋
よ
り
遙
に
立
派
な
る
も
の
多
か
り
し
が
、
福
島
縣
下
は
妓
樓
の
市
街
中
に
あ

る
を
禁
じ
た
る
を
以
て
、
四
軒
ま
で
減
じ
居
り
し
妓
樓
は
た
ゞ
一
軒
と
な
り
て
、
市
街
の
外
に
移
り
ぬ
。
妓
樓

は
變
じ
て
宿
屋
と
な
り
ぬ
。
而
し
て
藝
妓
の
數
、
娼
妓
に
幾
倍
す
る
に
至
れ
り
と
か
や
。

　
美
人
欄
に
よ
り
て
一
高
樓
を
指
し
て
曰
く
、
も
と
こ
れ
妓
館
也
。
今
も
な
ほ
記
す
。
去
年
の
春
の
暮
、
そ
こ

の
妓
館
の
一
遊
女
、
美
に
し
て
利
口
な
り
し
も
、
男
に
惚
れ
て
は
の
ろ
き
女
性
の
な
ら
は
し
、
男
の
心
か
は
れ

る
を
見
て
、
誓
詞
書
か
せ
ん
と
て
、
紙
と
り
ゆ
き
た
る
ひ
ま
に
、
男
逃
げ
ゆ
き
ぬ
。
あ
と
追
へ
ど
、
及
ば
ず
。

女
終
に
熱
湯
の
わ
き
出
づ
る
槽
中
に
入
り
て
爛
死
せ
る
こ
そ
い
た
ま
し
け
れ
。
そ
の
湯
槽
は
是
れ
な
り
と
指
す
。
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槽
は
蓋
あ
り
て
、
熱
湯
は
見
え
ず
。
盛
ん
に
立
ち
の
ぼ
る
湯
氣
は
、
む
か
し
李
夫
人
の
あ
ら
は
れ
し
反
魂
香
も

か
く
や
と
見
ゆ
る
夕
べ
の
空
、
湯
氣
の
末
に
一
痕
の
缺
月
か
す
か
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
湯
ノ
嶽

湯
本
温
泉
、
一
に
三
函
の
湯
と
稱
す
。
湯
ノ
嶽
の
頂
に
、
三
個
の
石
あ
り
。
函
に
似
た
り
。
温
泉
の
根
原
な
れ

ば
、
こ
れ
を
取
り
て
、
か
く
は
名
づ
け
た
る
な
り
と
は
受
取
り
が
た
け
れ
ど
、
久
し
く
書
窓
の
下
に
鎖
し
た
る

健
脚
を
伸
ば
さ
む
と
て
、
導
者
一
人
や
と
ひ
て
立
ち
出
づ
。

　
湯
ノ
嶽
の
麓
に
い
た
れ
ば
、
小
野
田
炭
坑
あ
り
。
馬
小
屋
の
如
き
人
家
の
立
ち
な
ら
べ
る
は
、
坑
夫
の
住
居

な
る
べ
し
。
山
中
に
一
區
を
造
り
て
、
物
賣
る
家
二
三
軒
あ
り
。
飮
料
に
は
一
溪
の
水
を
分
ち
、
上
流
に
汚
れ

た
る
衣
を
洗
ふ
も
の
あ
れ
ば
、
下
流
に
は
米
と
ぐ
も
の
あ
り
。
三
四
疊
ば
か
り
の
小
屋
の
中
に
、
妻
も
こ
も
れ

り
、
二
三
人
子
供
も
こ
も
れ
り
。
住
め
ば
こ
ゝ
も
都
な
る
べ
し
。
君
と
共
に
住
め
ば
手
鍋
さ
げ
て
も
と
、
青
春

の
戀
に
う
か
る
ゝ
都
の
若
き
男
女
に
、
か
ゝ
る
さ
ま
見
せ
て
や
り
た
し
。

　
導
者
は
、
六
十
ば
か
り
の
老
人
也
。
自
か
ら
稱
す
、
汽
車
の
通
ぜ
ざ
り
し
頃
は
、
車
夫
を
業
と
し
、
東
京
ま

で
二
日
半
に
て
走
り
つ
き
、
得
た
る
賃
錢
を
紅
樓
に
一
擲
し
て
豪
遊
せ
し
も
、
す
で
に
一
炊
の
夢
に
歸
し
ぬ
。

君
よ
、
我
に
湯
本
の
花
柳
界
の
事
を
問
ひ
給
ふ
こ
と
莫
れ
。
老
來
絶
え
て
芳
ば
し
き
夢
を
結
ば
ず
。
湯
本
の
驛

外
、
半
頃
の
地
を
求
め
て
、
暮
耕
朝
耨
、
か
く
て
我
生
涯
は
終
ら
む
と
す
る
也
と
。
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二
日
半
に
て
六
十
里
の
路
を
走
り
し
男
も
、
老
い
て
は
、
さ
ま
で
健
な
ら
ず
。
わ
れ
は
蕨
を
採
り
行
く
に
、

導
者
は
な
ほ
遲
れ
が
ち
也
。
頂
上
に
到
れ
ば
、
一
木
な
し
。
一
面
は
海
、
三
面
は
山
、
常
磐
の
山
海
、
指
顧
の

中
に
在
り
。
導
者
は
一
々
山
嶽
の
名
を
指
さ
し
教
へ
む
と
す
れ
ど
、
暫
ら
く
休
息
せ
よ
、
さ
ま
で
記
す
る
に
足

る
べ
き
名
山
も
な
し
と
て
、
岩
に
腰
か
け
て
、
煙
草
を
吹
か
し
つ
ゝ
眺
望
す
る
こ
と
多
時
。

　
歸
路
、
頂
上
よ
り
七
八
町
下
り
た
る
所
、
一
羽
の
雉
、
地
に
す
わ
り
て
、
人
を
見
れ
ど
も
動
か
ず
。
げ
に
や

燒
野
の
き
ゞ
す
夜
の
鶴
、
子
を
か
へ
す
に
や
あ
ら
む
と
、
横
目
に
見
て
、
過
ぎ
去
ら
む
と
す
れ
ば
、
導
者
も
ま

た
早
く
之
を
認
め
、
む
ざ
ん
や
、
棒
を
以
て
之
を
な
ぐ
る
。
雉
驚
い
て
空
に
上
る
こ
と
三
四
尺
。
力
な
く
地
に

落
ち
て
又
飛
ぶ
こ
と
能
は
ず
。
眼
な
ほ
瞑
せ
ず
し
て
、
口
に
鮮
血
を
吐
く
。
そ
の
す
わ
り
し
跡
を
見
れ
ば
、
果

し
て
數
個
の
卵
あ
り
き
。
ひ
ど
き
こ
と
を
す
る
も
の
哉
。
親
鳥
は
せ
む
か
た
な
し
。
せ
め
て
卵
は
鷄
に
で
も
か

へ
さ
せ
む
と
て
、
導
者
に
持
た
せ
て
、
山
を
下
れ
り
。
谷
底
遙
に
雄
雉
の
聲
を
聞
く
。
雌
を
呼
ぶ
に
や
と
あ
は

れ
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
松
川
浦

相
馬
の
野
を
邊
ぐ
る
に
、
ま
た
當
年
の
野
馬
を
見
ず
。
相
馬
氏
の
故
城
址
は
、
中
村
驛
外
に
あ
り
。
城
門
、
城

濠
、
石
壁
な
ほ
存
す
。
今
宵
は
原
釜
の
海
水
浴
旅
館
に
宿
ら
む
と
て
、
中
村
停
車
場
よ
り
車
に
の
り
、
細
田
入

江
に
至
り
て
、
車
を
す
て
、
舟
に
上
る
。
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余
は
こ
れ
よ
り
松
川
浦
に
浮
ば
む
と
す
る
也
。
松
川
浦
は
松
島
に
次
ぐ
東
奧
の
奇
勝
と
稱
せ
ら
る
ゝ
處
、
余

は
多
年
之
を
夢
寐
に
見
し
が
、
今
現
に
そ
の
地
に
來
れ
り
。
う
れ
し
さ
譬
ふ
る
に
物
な
し
。

　
さ
れ
ど
、
夕
陽
は
用
捨
な
く
西
に
沈
め
り
。
暮
色
早
や
灣
々
を
罩
め
つ
く
せ
り
。
わ
れ
舟
夫
に
向
ひ
て
、
舟

を
原
釜
の
方
に
進
め
よ
と
云
へ
ば
、
日
暮
れ
た
り
と
も
、
せ
め
て
松
川
村
ま
で
至
り
て
、
然
る
後
に
原
釜
に
赴

き
給
へ
と
い
ふ
。
い
な
と
よ
、
名
だ
ゝ
る
勝
地
、
闇
の
中
に
見
て
過
ぎ
む
は
、
殘
り
多
し
。
明
朝
を
期
し
て
、

重
ね
て
來
り
見
む
と
云
へ
ば
、
さ
ら
ば
と
て
、
舟
夫
舟
を
蘆
荻
の
間
に
つ
な
ぎ
、
余
を
導
い
て
一
旅
館
に
至
り
、

明
朝
を
約
し
て
歸
り
去
れ
り
。

　
時
節
は
づ
れ
の
こ
と
と
て
、
女
中
は
ひ
と
り
も
居
ら
ず
。
宿
の
妻
は
、
中
村
の
本
店
に
あ
り
と
て
、
主
人
自

か
ら
食
物
を
調
理
し
、
自
か
ら
膳
を
運
び
來
り
て
、
杯
酌
に
侍
す
。
木
訥
仁
に
近
き
男
也
。
な
ま
じ
ひ
の
女
中

な
ど
よ
り
却
つ
て
興
あ
る
心
地
し
て
、
快
く
酒
の
み
て
寢
に
つ
け
り
。

　
翌
朝
、
朝
飯
を
終
れ
ば
、
昨
日
の
舟
夫
、
既
に
來
り
居
た
り
。
荷
物
は
宿
屋
に
置
き
て
、
酒
肴
を
持
た
せ
て
、

汀
邊
に
赴
け
ば
、
舟
は
昨
夕
つ
な
ぎ
し
ま
ゝ
に
横
は
れ
り
。
舟
夫
は
陸
路
家
に
か
へ
り
、
ま
た
陸
路
よ
り
來
れ

る
也
。

　
い
と
晴
れ
わ
た
り
た
る
日
也
。
舟
は
文
字
島
さ
し
て
ゆ
く
。
水
淺
く
し
て
、
扁
舟
膠
し
て
動
か
ざ
る
こ
と
屡

〻
也
。
舟
夫
遙
に
右
方
の
老
松
數
株
生
ひ
た
る
孤
丘
を
指
し
て
曰
く
、
こ
れ
十
二
景
の
一
な
る
川
添
の
森
也
。

舟
夫
又
一
帶
の
長
丘
の
中
に
蘭
若
の
見
ゆ
る
處
を
指
し
て
曰
く
、
こ
れ
紅
葉
の
岡
也
。
紅
葉
の
岡
の
盡
き
た
る

處
、
水
中
に
草
木
な
き
孤
岩
立
つ
。
舟
夫
曰
く
、
こ
れ
文
字
島
。
文
字
島
と
竝
び
て
、
稍
〻
大
に
、
岩
あ
り
、
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樹
木
あ
る
も
の
、
曰
く
沖
島
也
。
舟
、
兩
島
の
間
の
橋
下
を
く
ゞ
り
て
ゆ
け
ば
、
右
の
方
遙
に
一
帶
の
松
洲
を

見
る
。
曰
く
、
松
沼
の
濱
也
。
そ
の
南
に
、
梅
川
、
鶴
巣
野
の
勝
地
あ
れ
ど
、
遠
く
し
て
見
え
ず
。
舟
左
に
轉

じ
て
、
中
洲
に
至
る
。
洲
上
を
散
歩
す
。
砂
清
く
、
松
小
に
し
て
奇
也
。
對
岸
一
帶
の
長
洲
長
さ
一
里
半
、
喬

松
生
へ
つ
ゞ
け
り
。
曰
く
、
長
洲
の
磯
也
。
ま
た
舟
に
上
り
、
左
の
方
松
川
村
さ
し
て
ゆ
く
。
こ
の
間
、
水
中

に
四
つ
手
小
屋
多
し
。
漁
期
に
あ
ら
ぬ
に
や
、
小
屋
に
は
人
な
く
し
て
、
四
つ
手
網
む
な
し
く
空
に
懸
れ
り
。

ま
た
松
川
浦
上
の
好
風
致
也
。
漸
く
に
し
て
漁
家
の
な
ら
べ
る
岸
に
達
す
。
曰
く
、
こ
れ
松
川
浦
也
。
曲
折
し

て
ひ
ろ
が
れ
る
松
川
灣
、
こ
こ
よ
り
幅
數
間
、
長
さ
四
五
十
間
ば
か
り
の
川
形
を
な
し
て
、
海
に
接
す
。
曰
く
、

飛
島
の
湊
也
。
湊
と
云
へ
ど
、
わ
づ
か
に
小
な
る
漁
舟
を
通
ず
る
ば
か
り
の
處
也
。
こ
の
灣
口
の
北
を
扼
せ
る

一
帶
の
岡
を
水
莖
山
と
い
ひ
、
水
莖
山
の
最
端
を
鵜
の
尾
岬
と
い
ふ
。
舟
を
下
り
て
、
陸
に
上
れ
ば
、
夕
顏
觀

音
あ
り
。
觀
音
堂
後
を
め
ぐ
り
て
、
鵜
の
尾
岬
に
い
た
る
。
松
川
浦
の
全
景
、
悉
く
眼
前
に
在
り
。
長
汀
曲
浦

の
觀
、
つ
ぶ
さ
に
其
の
美
を
つ
く
せ
り
。
屏
風
の
如
く
立
ち
か
こ
め
る
磐
城
の
山
々
、
或
ひ
は
遠
く
、
或
ひ
は

近
く
、
秀
色
を
送
り
て
、
一
層
の
趣
を
添
ふ
。
島
の
奇
な
る
こ
と
は
、
松
島
に
く
ら
ぶ
べ
く
も
あ
ら
ね
ど
、
屏

風
の
如
き
山
々
と
、
長
汀
曲
浦
の
觀
と
は
、
或
ひ
は
勝
る
と
も
劣
ら
ざ
る
を
覺
ゆ
。

　
舟
を
回
し
、
松
川
の
漁
村
を
右
に
見
て
、
原
釜
の
方
に
向
へ
ば
、
陸
よ
り
少
し
離
れ
て
、
文
字
島
ば
か
り
の

大
き
さ
の
島
あ
り
。
曰
く
離
崎
也
。
離
崎
、
鵜
の
尾
岬
、
水
莖
山
、
松
川
浦
、
長
洲
の
磯
、
鶴
巣
野
、
梅
川
、

松
沼
濱
、
沖
が
島
、
文
字
島
、
紅
葉
の
岡
、
川
添
の
森
、
こ
れ
松
川
浦
の
十
二
景
と
す
る
所
な
れ
ど
も
、
さ
ば

か
り
の
景
致
あ
る
に
あ
ら
ず
。
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水
淺
き
浦
と
て
、
貝
を
拾
ふ
も
の
多
し
。
玩
具
の
く
ゝ
り
猿
の
如
き
樣
し
て
、
水
に
俯
す
る
母
の
背
に
負
は

れ
た
る
赤
兒
、
泣
い
て
や
ま
ざ
る
も
、
母
は
之
を
懷
く
ひ
ま
な
し
。
乳
ほ
し
き
も
の
を
と
あ
は
れ
也
。

　
浦
を
一
周
し
て
、
も
と
舟
出
せ
し
處
に
來
た
る
。
松
川
浦
の
遊
觀
、
こ
ゝ
に
終
れ
り
。
余
は
こ
れ
よ
り
中
村

に
か
へ
ら
む
と
て
、
舟
夫
を
宿
に
や
り
て
、
荷
物
を
と
り
來
ら
し
む
。
待
つ
間
の
退
屈
ま
ぎ
れ
に
、
舟
を
棹
さ

む
と
す
る
に
、
ま
が
り
〳
〵
て
、
す
ゝ
ま
ず
。
げ
に
櫓
三
日
、
棹
三
年
と
云
ひ
け
む
、
舟
夫
に
な
る
も
、
容
易

な
る
事
に
あ
ら
ず
と
獨
り
笑
ひ
き
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
四
十
年
）
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